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26年度のスタートにあたり
副会長　芳賀　学人

昨年も県内は勿論のこと、全国規模の競技会・国際大会・各種の大会が目白押
しで、大変厳しいスケジュールでしたが、それぞれ成果を挙げ無事終了すること
ができました。これも関係各位の絶大なご協力の賜物であります。それと共に審
判員の皆さんには頭が下がるおもいで改めてお礼を申し上げたいと思います。た
だ今後の課題として高齢化を迎えて若い審判員の養成には神奈川陸上競技協会挙
げて早急に取り組む必要があります。

次に選手強化について、昨年の東京国体・全国都道府県対抗男子並びに女子駅伝大会の結果に見
られるように年々確実に成果が向上してきていると思います。また将来の陸上界を担う子供達の陸
上クラブの参加者が年々増加してきています。そのためクラブの指導者の育成にも早急に取り組む
必要があります。
先日26年度の事業計画・予算案が理事会および評議員会で承認されました。
今年は神奈川県で、関東選手権大会・関東高等学校選手権大会・関東中学校選手権大会が開催さ
れます。そのため例年以上の厳しいスケジュールとなります。皆さん方の一層のご協力をお願いし
ます。最後に神奈川陸上競技協会はより透明性のある充実した協会の運営に努力して参りますので
よろしくお願いします。

倫理規定策定委員会の発足について
スポーツ関係団体に於けるセクシャルハラスメント等は永年に亙る課題でしたが、最近になり人
道的問題として取り上げあられ、訴訟に及ぶ問題が発生したり、ついには裁判で、ある指導者に有
罪判決が下るという事態になったことは、非常に憂えるべき事態だと思います。これは一つの競技
団体または一人の指導者だけの問題ではなく我々スポーツに携わる者一人一人が、この様な状況を
十分に認識して事にあたる必要があると思います。
そこで神奈川陸上競技協会では、倫理規定策定委員会を発足させ協議を重ね、以下のように、公
明正大な協会運営を勧めるためのガイドラインを作成しました。
尚、理事会・評議員会の承認のうえ早急に倫理委員会の発足の予定です。
　　＜倫理規定策定委員会＞
　　　委員長　　芳賀　学人（副 会 長）
　　　委　員　　吉田　秀志（専務理事）
　　　委　員　　金沢　健敏（常務理事）
　　　委　員　　松尾　正弘（常任理事）
　　　委　員　　畔栁　五郎（理 　 事）
　　　委　員　　清水　　明（評 議 員） 
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一般財団法人　神奈川陸上競技協会
及び加盟団体における倫理に関するガイドライン

１　一般社会人として社会規範に関する事項
本ガイドラインに示す対象者は、特に、競技会等スポーツ活動に関わるとき以外の日常生活においても
社会規範としての慣習、道徳、法律を強く意識し、励行し、社会秩序の維持に努める。

２　暴力、ハラスメント、薬物乱用等の防止に向けた方策
（1） 身体的・精神的暴力行為等について

身体的・精神的暴力（ハラスメント）は、いかなることがあろうと行ってはならず、役・職員をはじめ、
監督、コーチ等現場指導者に対しては、講習会、研修会を通じ自己の役割や責任等を指導徹底すること
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が求められる。
ア　組織の運営又はスポーツを指導する際に意見の相違などが生じた場合は、互いに話し合い、相手の
人格を尊重して相互理解に努めること。
　　特に、監督、コーチ等の指導的立場にあるものは、競技者等への指導の際、暴力行為等と受け取ら
れるような行いには十分注意すること。
イ　スポーツを行う際または指導する際に問題解決の手段として、暴力行為（直接的暴力、暴言、脅迫、
威圧等）を行うことは、厳禁すること。

（2） 身体的及び精神的セクシャルハラスメントについて
身体的及び精神的セクシャルハラスメントは、いかなることがあろうと行ってはならず、当該団体の
役・職員、監督、コーチ等現場指導者及び登録競技者等に対しては、広報・情報資料を通じて具体的な
教育啓発活動を行うとともに、講習会・研修会等においても周知徹底を図っていくこと。
ア　安易に性的言動、表現を行うことは、厳に慎むこと。
イ　親しみの言動、表現であっても、個人によっては受け止め方に違いがあることを認識すること。
ウ　本人に悪意がない場合でも、その言動、表現によって相手が不快に感じた場合は、セクシャルハラ
スメントになることを認識すること。
エ　性的言動、表現を受けて不快に感じた場合、「不快である」旨を、はっきり意思表示させること。

（3） 役員及び監督・コーチ・審判員等の指導的立場にある者並びに競技者等の関係の在り方について相手
の立場を尊重するとともに、自分のおかれている立場を自覚して、責任ある行動に努めること。
ア　役員及び監督・コーチ・審判員等の指導的立場にある者並びに競技者等は、上司と部下、先輩と後
輩など上下関係を利用し、立場の弱い者に対して、人道的に反する行動を強要をしないこと。
イ　役員及び監督・コーチ・審判員等の指導的立場にある者は、その立場、役割、権限等の範囲を超え
た精神的・身体的暴力行為を競技会、行事などに携わる関係者及び競技者等に与えないこと。
ウ　プライバシー（個人的人権）の問題については、役員及び監督・コーチ・審判員等の指導的立場に
ある者並びに競技者等がそれぞれ十分配慮すること。

（4） アンチドーピング及び薬物乱用防止について
監督・コーチ等の指導的立場にある者はもとより、登録競技者等に対して、徹底した啓発活動を行っ
ていくこと。
ア　競技能力を高めるために、ドーピングを行うこよは、フェアープレーの精神に反するばかりでなく、
競技者の健康を害するものであり、絶対に行わないこと。アンチドーピングの教育・啓発活動の積極
的な展開を図ること。
イ　本人にドーピングを行った意識がなくても、摂取した薬品などによっては、ドーピングの対象薬物
が含まれている場合もあるため、競技者及び指導者は、ドーピングに関する知識を充分に深めること。
ウ　麻薬や覚醒剤等薬物の使用は、反社会的な行為のみならず、使用した人間の人格をも破壊するもの
であり、いかなる目的であっても絶対に使用しないこと。

３　不適正な経理処理に起因する事項
本協会及び加盟団体は、一般に公正妥当と認められた会計基準の慣行に準拠し、その基準及び経理規定
に則り、正しい処理をすることともに、内部牽制組織及び監事による定期的な監督体制を確立しておくこ
と。
（1）　経理処理について
ア　補助金などの取り扱いについては、補助先、助成先のその補助・助成の目的及び経理要項等を順守
のうえ、適正な経理処理を行い、決して他の目的に流用しないこと。
イ　経理処理については、不法または不正行為・不祥事等を未然に防ぐため、内部牽制を組織化し、少
数の担当役・職員に任せきりにしないこと。同時に、組織内部における定期的なチェックを受けるよ
うにするとともに、公認会計士など外部監査人による監査も検討する。

（2）　不正行為について
次に示すような行為は、厳に禁じるよう処分を含めて規定化すること。

ア　組織内外の金銭の横領
イ　不適切な報酬、手当、手数料、接待、供応等の直接又は間接的な強要、受領若しくは提供
ウ　組織内外における施設、用器具等の購入などに関わる贈収賄行為
エ　組織内外における不適切な指導又は監査

４　各種大会における代表選手、役員選考などに関する事項
本協会及び加盟団体は、各種大会の代表競技選手などの選考にあたっては、選考基準を明確に定め、選
考結果に疑惑を抱かせることのないよう公平かつ透明性のある選考を行う。
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また、選考結果に対して質問や抗議等があった場合、速やかに対応するとともに、相手に理解されるよ
う明快に説明に努めるなど、適切に処理するものとする。

５　ガイドラインにもとづく基本的整備事項
本協会が本ガイドラインに基づき整備に努める事項

（1） 倫理に関する規程の整備
（2） 倫理委員会の設置（同委員会規程の整備）
（3） 不祥事予防のための意識啓発活動等の実施

○方針を諸規程等に明確に規定する。
○意識改革、啓発のための方法
・各種大会、行事等の参加者等への指導徹底、研修会の実施、機関紙への掲載、パンフレット、手
引書等の作成

（4） 不祥事発生後の処理
不祥事が発生した場合は、本協会倫理規程に基づき迅速かつ適切な処理を行い、事案の重要性によっ
ては、その内容と経過等について、速やかに報告を行う。

平成２５年度　栄章等表彰候補者
１　平成２５年度　秩父宮章

瀧川　一輝
神奈川陸上競技協会　常務理事・常任理事（平成１７年～現在）
神奈川陸上競技協会　強化普及委員会　普及部部長（平成１７年～現在）

２　平成２５年度　高校優秀指導者章
鈴木　　充 （県立小田原城北工業高校教諭）

＜指導実績＞ 鷲頭　宏絵 全国総体 １００ｍＨ ２位
  国体 １００ｍＨ 優勝
 山内　　愛 全国総体 やり投 ２位
  国体 やり投 ２位

３　平成２５年度　中学優秀指導者章
大場　一子 （綾瀬市立春日台中学校教頭）

＜指導実績＞ 園田　濃世 全日中 ８００ｍ ７位
 松川　智香 全日中・国体 砲丸投 出場
 谷口耕太郎 全日中 ２００ｍ ７位
  JOオリンピック ２００ｍ ６位

４　平成２５年度　高校優秀選手章
古谷　拓夢 （相洋高校）

＜実績＞ 全国総体 １１０ｍH 優勝
 全国総体 ４００ｍH 優勝
 国体 １１０ｍH 優勝
 世界ユース選手権 ４００ｍH ４位
 アジアユース大会 １１０ｍH 優勝

５　平成２５年度　中学優秀選手章
渡部　侑輝 （川崎市立宮前平中学校）

＜実績＞ 全日中 １５００ｍ 優勝
 全日中 　８００ｍ ２位

６　平成２６年度　関東陸上競技協会感謝状
長峰　謙治 中郡陸上競技協会
小島　　章 横浜市陸上競技協会
鎌田　隆夫 綾瀬市陸上競技協会

７　平成２５年度　神奈川県体育功労者表彰
吉田　信男 足柄上郡陸上競技協会　会長
 神奈川県体育協会　評議員
 神奈川陸上競技協会　理事
 松田町体育協会　副会長
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～～トピックス～～
◎神奈川陸上競技協会　総務委員会女性部総会を開催
日　時：平成２５年１１月３０日（土）　　１４時～１６時３０分
場　所：ワークピア横浜　３０１
内　容：原　恵美子氏（川崎市立橘高等学校陸上競技部顧問）による講演会
テーマ：「陸上競技の効果的な指導方法について」
　　　　「一人ひとりの個性を生かす指導の工夫」
　　　　　・・・夢への具現化　・・・自分が変わる瞬間をワクワクしながら待つ！

◎第３２回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会、神奈川は健闘の５位
第32回全国都道府県対抗女子駅伝は、1月12日（日）京都市西京極陸上競技場スタート・フィニッシュ
の9区間、42.195kmで行われ、前回優勝の神奈川は2時間17分 15秒で5位となった。京都が2時
間15分 32秒で3年ぶり15回目の栄冠に輝いた。
神奈川は1区山崎里菜（パナソニック）が4位と好スタート。中盤、8位でたすきを受けた5区赤坂よ

もぎ（元石川高）が順位を2つ上げ、6区森田香織、7区森田詩織（ともに荏田高）が1つづつ押し上げたが、
連覇には届かなかった。

区間 距　離 氏　　　名 所　　　　　属 区間記録 区間順位 通　算　記　録 通算順位
1 6.0km 山　崎　里　菜 パナソニック 19分23秒 4 19分 23秒 4
2 4.0km 出水田　眞　紀 白鵬女子高校3年 12分 46秒 12 32分 09秒 8
3 3.0km ﾘﾝｽﾞｨｰﾍﾚﾅ芽衣 金沢中学2年 9分44秒 13 41分 53秒 9
4 4.0km 竹　内　あさひ ユニクロ 13分01秒 4 54分 54秒 8
5 4.1075km 赤　坂　よもぎ 元石川高校3年 13分 18秒 4 1時間 8分 12秒 6
6 4.0875km 森　田　香　織 荏田高校3年 12分 50秒 2 1時間21分 02秒 5
7 4.0km 森　田　詩　織 荏田高校3年 12分 36秒 3 1時間33分 38秒 4
8 3.0km 前　田　梅　香 田奈中学校2年 10分 24秒 19 1時間44分 02秒 5
9 10.0km 青　山　瑠　衣 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ 33分 13秒 14 2時間17分 15秒 5

順　位 都道府県名 記　　　　録 備　　　考
優　勝 京　　　都 2時間15分 32秒
2　位 群　　　馬 2時間15分 39秒
3　位 岡　　　山 2時間16分 13秒
4　位 愛　　　知 2時間16分 25秒
5　位 神　奈　川 2時間17分 15秒 県歴代２位
6　位 兵　　　庫 2時間17分 19秒
7　位 静　　　岡 2時間17分 36秒
8　位 福　　　岡 2時間18分 07秒
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◎第１９回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会、神奈川は過去最高の９位
第19回全国都道府県対抗男子駅伝は、1月19日（日）広島市平和記念公園前スタート・フィニッシュ

の7区間、48kmで行われ、神奈川県は県最高記録を更新する2時間20分 36秒で過去最高となる9位
に入った。長野が2時間19分 20秒で5年ぶり単独最多の6度目の優勝、埼玉が35秒差で2位に入り、
3位は群馬だった。
神奈川は、2区神林勇太（宮前平中）が12人抜きの快走を見せて5位に浮上。3区梶原有高（プレス工業）

が区間4位の走りで2位に押し上げると、4区三田眞司（光明相模原高）がトップに立った。
7区鈴木悠介（日体大）が後半順位を下げるも、神林、梶原、三田、6区松村翔太郎（大磯中）の4選手が、
各区間の県記録を塗り替える好記録をマーク。これまでの最高順位だった2007年の14位から初の1桁
順位に食い込んだ。

順　位 都道府県名 記　　　　録
優　勝 長　　　野 2時間19分 20秒
２　位 埼　　　玉 2時間19分 55秒
３　位 群　　　馬 2時間19分 56秒
４　位 長　　　崎 2時間19分 58秒
５　位 宮　　　崎 2時間20分 05秒
６　位 福　　　島 2時間20分 16秒
７　位 三　　　重 2時間20分 17秒
８　位 福　　　岡 2時間20分 19秒
９　位 神　奈　川 2時間20分 36秒

区間 距　離 氏　　　名 所　属 区間記録 区間
順位 通算記録 通算

順位 備考
1 7.0km 大　川　一　成 藤沢翔陵高校3年 20分 27秒 17 20分 17秒 17
2 3.0km 神　林　勇　太 宮前平中3年 8分38秒 2 29分 05秒 5 県最高記録
3 8.5km 梶　原　有　高 プレス工業 23分57秒 4 53分 02秒 2 県最高記録
4 5.0km 三　田　眞　司 光明相模原高校3年 14分 41秒 9 1時間07分 43秒 1 県最高記録
5 8.5km 小　町　昌　矢 藤沢翔陵高校3年 25分 29秒 26 1時間22分 12秒 5
6 3.0km 松　村　翔太郎 大磯中3年 8分47秒 6 1時間41分 59秒 4 県最高記録
7 13.0km 鈴　木　悠　介 日本体育大学4年 38分 37秒 24 2時間20分 36秒 9

◎神奈川県代表選手表彰式ならびに懇親会を開催
　日時：平成２６年　３月　１日（土）　　１７時００分　～
　場所：中華街　四五六菜館　別館

国民体育大会入賞者表彰 全国都道府県対抗駅伝大会入賞者表彰

神奈川陸上競技協会　80周年記念行事について
「神奈川陸上競技協会80周年記念事業」として、平成27年度に記念誌の発行と記念式典を挙行します。

１．80周年記念誌の発行
○挨拶文（（公財）神奈川県体育協会、他・著名な実績を残した選手数名・・・）
○過去10年間の主要記録と成績（2006年～2015年・平成18年～平成27年）
○その他詳細は編集委員会において検討

２．80周年記念式典
○平成27年5月31日（日）　　会場：ワークピア横浜
　時間：１６：００～１８：００（評議員会を１３：００～１５：００で実施）

３．その他
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